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研究成果の概要（和文）：本研究では，社交不安傾向を持つ大学生を対象に，注意バイアスの改善と不安症状の
低減を目的とした注意訓練プログラムを作成し，その効果について検討した。８週間にわたるプログラム実施の
結果，介入群において，ベースライン時から訓練直後，およびフォローアップ時の社交不安の認知的症状に減少
が見られた。今後は，より多くの対象にプログラムを実施し，長期的な介入効果について検討していくことが課
題である。

研究成果の概要（英文）：The purpose of the present study was to develop an attention training 
program for university undergraduate students with high social anxiety. Students participated in an 
8-week program to modify attentional bias and reduce social anxiety symptoms. As a result, 
improvement in cognitive symptoms of social anxiety was attained in the intervention group from 
baseline to post-intervention and follow-up. Larger sample size and long-term follow-up data is 
desirable in future studies.

研究分野： 臨床心理学

キーワード： 社交不安症　対人不安　対人恐怖　注意バイアス　表情刺激　ドットプローブ課題　注意訓練　予防

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 社交不安症（Social Anxiety Disorder: 
SAD）は他者から注目されるかもしれない社
交状況に対する顕著な恐怖・不安を中核的な
特 徴 と す る 不 安 症 で あ る （ American 
Psychiatric Association: APA, 2013）。そ
の主たる症状はパフォーマンス場面や対人
交流場面における極度の緊張であり，しばし
ば社会的・職業的に重篤な機能障害を引き起
こす。SAD は平均発症年齢が若く，自然治癒
率が低いことから，早期介入・予防が重要な
疾患であることが指摘されてきた。 
 SAD の早期介入・予防プログラムとしては，
これまでにもさまざまなものが開発されて
いる。例えば，Barrett et al. (2000)は子
どもを対象とした集団形式の不安症に対す
る早期介入・予防プログラムである FRIENDS
を開発している。FRIENDS は，認知行動論の
考え方に基づき，心理教育やリラクセーショ
ン法，認知再構成法やスキル訓練などの技法
を組み合わせて，不安への対処能力の向上を
目指すものである。FRIENDS は世界保健機構
が唯一推奨している不安症に対する予防プ
ログラムであり，世界各国で翻訳され，その
効果が実証されている。 
しかし，これまでの予防研究の問題点とし

て，プログラムを必要とする全ての個人に，
介入をいきわたらせることの難しさが挙げ
られている（Barrett & Turner, 2001）。そ
の背景には，介入にかかる金銭的コストや時
間的負担，専門家の不足や居住地の近くで有
効なサービスが提供されていないことなど，
複合的な要因の存在が明らかにされている。 
 一方，SAD を発症する際のリスク因子の１
つとして，社会的な場面における注意バイア
スの存在が報告されている。注意バイアスは，
環境における内的・外的な脅威刺激（例えば
赤面や発汗，震えなどの身体的症状や，聴衆
のネガティブな表情など）に選択的に意識を
向ける傾向のことであり，偏った情報処理が
行われることによって，当該の場面が実際よ
りも破局的であると知覚される。SAD 高特性
者は，社会的な場面におけるネガティブな刺
激に選択的に注意を向けるあまり，実際の社
会的場面が呈するよりも脅威的に場面を解
釈し，その結果として不安が維持されること
が示されている。 
こうしたリスクを低減するための介入と

して，近年注意訓練の効果が注目されている。
注意訓練は，ニュートラルな刺激に注意を焦
点化させる手続きを通じて，ネガティブな情
報に過剰な意識を向ける認知的処理を変容
するものである（Schmidt et al., 2009）。
従来型の早期介入・予防プログラムと異なり，
パソコン上に呈示される視覚刺激にボタン
で反応していくだけで不安低減効果が見込
めるため，実施が簡便であり，プログラム参
加者に対する負荷も低いことが最大の利点
として挙げられる。 
 諸外国においては，注意訓練による社交不

安低減プログラムの効果が確認されている
ものの（例えば Amir et al., 2009），こうし
たプログラムの多くは，刺激文が英語であっ
たり，アジア圏以外の人の表情写真を刺激と
して用いていたりなど，本邦の対象者にその
まま適用することが困難なものが多い。表情
認知には文化差があること，特にアジア人サ
ンプルにおいては視覚情報だけでなく，文脈
の情報がより重視されるという研究結果が
あることからも（例えばMasuda et al., 2008），
日本人の実態に即したプログラムの開発が
必要である。 
 そこで本研究では，諸外国において行われ
ている注意訓練プログラムを参考に，日本人
の実態に即した，SAD の早期介入・予防プロ
グラムを開発することを目的とする。 
 
２．研究の目的 
 本研究では，注意バイアスの変容を通じて，
社交不安症状を改善させ，SAD 発症のリスク
を低減するための早期介入・予防プログラム
の構築を目指す。SAD の好発期として知られ
る大学生を対象に，ドットプローブ課題を用
いた実験を実施し，プログラムで使用する刺
激や環境の定義を行う。その上で，社交不安
得点の高い個人に対して注意訓練を実施し，
開発したプログラムが長期的な不安の低減
効果を有するかを検討する。 
 
３．研究の方法 
 研究は大きく，(1)ドットプローブ課題の
実施によるプログラム開発のための基礎的
検討と，(2)プログラムの効果検討に分けて
実施した。 
 
(1)ドットプローブ課題の実施によるプログ
ラム開発のための基礎的検討 
①対象者： 
首都圏の私立大学に通う学生440名のうち，

回答に不備のある 32 名を除いた 408 名（男
性 148 名，女性 260 名，平均年齢 20.14 歳，
SD=2.24）を分析の対象とした。有効回答率
は 92.72％であった。 
②手続き： 
実験は心理学に関する演習授業の一環と

して行った。はじめに，実験の目的と仮説に
ついて，15 分程度の簡単な説明を行った。次
に，対象者の社交不安・抑うつ症状を測定す
るため，集団式の質問紙調査を実施した。そ
の後，パソコンを用いたドットプローブ課題
を行った。最後に，ドットプローブ課題で呈
示した表情刺激をランダムな順番で見せ，そ
れぞれの表情刺激がどの程度ネガティブで
あると感じるかを「１―まったくネガティブ
でない」から「７―非常にネガティブである」
の７段階で評定するよう求めた。 
③調査材料： 
１）Short Fear of Negative Evaluation Scale
（SFNE；笹川他，2004） 
SAD の認知的症状である，他者からの否定



的評価に対する恐れを測定する目的で用い
た。 
２）Social Phobia Scale 日本語版（SPS；金
井他，2004） 
スピーチ場面など，人前でパフォーマンス

を行う際の不安を測定する尺度として用い
た。 
３）Social Interaction Anxiety Scale 日本
語版（SIAS；金井他，2004） 
少人数でのコミュニケーションなど，主と

して対人交流場面における不安を測定する
目的で用いた。 
４ ） Center for Epidemiologic Studies 
Depression Scale（CES-D；島，1998） 
SAD はうつ病と高い併存率を示すことが知

られていることから，抑うつの影響性を評価
する目的で用いた。 
５）Beck Depression Inventory（BDI；林，
1988；林・瀧本，1991） 
 CES-D と同じく，抑うつ状態の重症度を評
価する目的で用いた。 
④ドットプローブ課題の概要： 
 Chen et al.（2002）の手続きを参考に，
怒りまたは嫌悪の表情写真をネガティブ刺
激，真顔の写真をニュートラル刺激とした。
表情刺激は，株式会社 ATR-Promotions の顔
表情画像データベース（DB99）のうち，ネガ
ティブ（怒り・開口，怒り・閉口，嫌悪）×
10 名分＋ニュートラル（真顔）×10 名分の
計 40 枚を使用した。 
プローブの呈示にあたっては，ネガティブ

刺激とニュートラル刺激を上下一対にして
500 ms 呈示したのち，アルファベットの Eと
F のどちらかが写真の位置に表示されるとい
うプロトコールを採用した。各施行の実施前
には 2 cm×2 cm の十字マークを画面中央に
500 ms 呈示した。写真刺激は 5 cm×7 cm で，
刺激同士の間隔は上下 2 cm 開くように設定
した。Eと Fのプローブは 12 ポイント大であ
り，写真が呈示されていた位置の中央に出現
するように設定した。最後のアルファベット
の画面については制限時間を設けず，回答に
有した時間をそのまま記録する方式を採用
した。表情刺激の呈示位置（上下どちらにネ
ガティブ刺激が来るか）とプローブの種類の
決定（E と F のどちらが呈示されるか）はす
べてランダムに行われ，プローブのニュート
ラル表情に対する随伴率は 50％に設定した。 
課題の実施には，Dospara Prime Cresion

３台と Panasonic Let’s Note２台を用いた。
一度に５名ずつの集団式での実施であった
ため，モニタ同士が 80cm 以上離れるように
配慮し，実験を実施した。実験対象者の着席
時の画面からの距離は 60cm を基準とし，モ
ニタの傾き等については各個人が適切と感
じる位置に調整するよう教示した。実験の開
始と終了は実験実施者の合図のもとに行わ
れ，早くに終了した者も，周囲の対象者に影
響を与えることを防ぐため，合図があるまで
はそのまま着席しているよう教示した。 

実験手続きの理解を促進するため，対象者
は実験開始前に10回の練習施行を体験した。
本施行は 123 回実施し，はじめの３施行を分
析から外すことによって，初頭効果の影響を
排除した。データの分析にあたっては，全試
行の正答確率（120 試行のうち，呈示された
アルファベットが正しく判別できている試
行の割合）が 90％を超えている者のみを有効
データとした。アルファベットがネガティブ
刺激の後に随伴する試行を「ネガティブ条
件」，ニュートラル刺激の後に随伴する試行
を「ニュートラル条件」とし，対象者ごとに
両条件下での平均反応時間を算出した。 
⑤倫理事項： 
目白大学人及び動物を対象とする研究に

係る倫理審査委員会の承認を受けて実施し
た。 
 
(2)注意訓練プログラムの効果検討 
①対象者： 
 先のドットプローブ実験に参加した者の
うち，SFNE，SPS，SIAS の得点のいずれかが，
平均＋0.5SD の基準値よりも高い者を対象に
リクルーティングを行った。実験参加に同意
が得られた 34 名（男性８名，女性 26名，平
均年齢 19.94 歳，SD=0.65）を，ランダムに
介入群と統制群に割り付けた。 
②手続き： 
 はじめに，実験の目的と手続きについて口
頭および書面にて説明を行い，実験参加に関
する同意書を取り交わした。その上で，先の
ドットプローブ実験と同じ調査材料を用い
て，プログラム開始前の対象者の社交不安と
抑うつ症状の測定を行った。介入群にはニュ
ートラル条件に対するプローブの随伴率を
100％とした注意訓練のセッションを，統制
群にはプローブの随伴率を 50％とした課題
を，毎週１回，計８回実施し，終了時には再
度社交不安と抑うつ症状の評価を行った。併
せて，ベースラインからの課題に対する変化
を見るため，どちらの群にもプローブの呈示
回数を 120 回，ニュートラル条件に対する随
伴率を 50％としたドットプローブ課題を実
施した。さらに，プログラム終了３か月後，
６か月後にも，社交不安と抑うつ症状の評価
を行った。 
③プログラムの概要： 
 プログラムに用いた表情刺激や，プローブ
呈示の方法等は，先のドットプローブ実験と
同じであった。プログラムは個別式の実施と
し，Dospara Prime Cresion を用いて行った。
参加者は静かな実験室の中で，パソコン画面
から 60 cm 程度離れて着席した。モニタの明
るさや傾き等に関しては各個人が適切と感
じるよう調整した。 
 対象者には，介入群・統制群への割りつけ
の状況を知らせず，どちらの群でも毎回のプ
ローブ呈示数を 160 回とした。初回は説明を
含めて 15～20 分程度，以降は１回の実験あ
たり 10 分程度で実施した。各回の終わりに



は内観報告を求め，質問等がある場合には回
答する時間を設けた。 
④倫理事項： 
目白大学人及び動物を対象とする研究に

係る倫理審査委員会の承認を受けて実施し
た。 
 
４．研究成果 
(1)ドットプローブ課題の実施によるプログ
ラム開発のための基礎的検討 
①表情刺激の評定値 
 30 のネガティブ表情写真と，10 のニュー
トラル表情写真に対する感情価の評定値の
平均と SD，尖度および歪度を算出した。ネガ
ティブ表情の評定平均値のレンジは 4.41～
5.96，ニュートラル表情の評定平均値のレン
ジは 1.43～2.39 であった。項目によって多
少のばらつきはあるものの，ネガティブ表情
の評定値は概ね正規分布に近い形状を示し
ていた。また，ニュートラル表情に関しては
全般的に正の歪みが見られ，ほとんどの対象
者が刺激のネガティブ度を低いと評定して
いることが確認された。これらのことから，
本研究で選定した表情刺激が，それぞれネガ
ティブ表情・ニュートラル表情として適切に
機能していることが確認された。 
②注意バイアス効果 
 社交不安の自己評定尺度（SFNE，SPS，SIAS）
において，平均＋1SD 以上の得点を示した者
を社交不安高群，平均－1SD 以下の得点を示
した者を社交不安低群として，群（高社交不
安・低社交不安）と感情価（ネガティブ条件・
ニュートラル条件）を要因とする分散分析を
実施した。その結果，すべての尺度において
交互作用がみられ，社交不安高群においての
み，ネガティブ条件における平均反応時間が
ニュートラル条件における平均反応時間よ
りも短くなることが確認された。このことか
ら，今回の実験手続きで注意バイアスが適切
に測定できていることが確認された。抑うつ
の影響性に関しては，抑うつ高群の方が低群
よりも，全体として反応までにかかる時間が
長くなること，また高群においてはニュート
ラル条件よりもネガティブ条件における平
均反応時間が短くなることが示された。なお，
社交不安と抑うつの間には，r=.48～.56 とい
う中程度の相関がみられた。これらのことか
ら，注意訓練の実施に際しては，抑うつの影
響性の評価も行う必要があることが示唆さ
れた。 
 
(2)注意訓練プログラムの効果検討 
①ドットプローブ課題に対する反応の変化 
 はじめに，プログラム実施前後で，ニュー
トラル条件に対するプローブの随伴率 50％，
試行回数120回という条件下でのドットプロ
ーブ課題に対する反応の変化を検討した。時
期（プログラム実施前・後）と群（介入群・
統制群），および感情価（ネガティブ条件・
ニュートラル条件）を要因とし，平均反応時

間と誤答数を特性値とした３要因の分散分
析を行った結果，時期の主効果のみが有意で
あり，介入群・統制群のどちらにおいても，
プログラム実施前より実施後の方が，平均反
応時間が短くなり，誤答数が少なくなること
が示された。このことから，８回の訓練期間
中のプローブの随伴率如何に関わらず，実験
の回数を重ねることで，ドットプローブ課題
に対する練習効果が生じ，より素早く，より
正確に答えられるようになることが明らか
となった。 
 
②社交不安得点と抑うつ得点の変化 
 ベースライン，プログラム実施前，実施直
後，３か月後，６か月後の５時点における，
介入群と統制群の社交不安と抑うつ得点の
変化を，２要因の分散分析を用いて検討した。
その結果，SFNE を特性値として用いた場合に
のみ，時期と群の交互作用が有意な傾向を示
した。単純主効果の検定の結果，介入群にお
いて，ベースライン時よりもプログラム実施
直後と３か月後の得点が有意に低くなって
いることが示された。統制群においては，５
時点のいずれの間でも有意な得点変化は認
められなかった。 
 SPS，SIAS に関しては，時期の主効果が有
意であり，時期と群の交互作用は有意な水準
に達しなかった。多重比較の結果，どちらの
指標においても，プログラム実施前の得点と
比べて，プログラム実施直後，３か月後，６
か月後の得点が有意に下がっていた。また，
ベースライン時とプログラム終了６か月後
の得点間でも有意な差がみられた。 
 抑うつの指標については，CES-D で群分け
した際に，時期と群の交互作用が有意であっ
た。単純主効果の検定の結果，介入群におい
て，プログラム実施直後より６か月後の抑う
つ得点が低くなることが示された。BDI に関
しては，時期の主効果のみが有意であり，ベ
ースライン時よりもプログラム終了６か月
後の抑うつ得点が低くなっていた。 
 本研究の結果から，作成された注意訓練プ
ログラムは，社交不安の認知的症状の低減に
対して一定の効果を有する可能性が示され
た。また，抑うつ得点の変化は，プログラム
実施直後ではなく，６か月程度の時間経過の
後に有意な水準に達することが示された。一
方で，プログラムの訓練効果は大きいとは言
えず，今回用いた指標の多くでは，介入群と
統制群のどちらにおいても得点が下がり，両
者の間で明確な差が検出されなかった。その
理由としては，１．サンプル数が介入群 20
名，統制群 14 名と限られていたこと，２．
特に６か月後のフォローアップに関しては，
連絡がつかない対象者が複数名いたことか
ら，検出力が下がってしまったことが考えら
れた。今後は，より多くのサンプルを収集し，
長期的なプログラムの訓練効果について検
討していくことが課題である。 
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